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2.調査対象者:在学生 (3年次生、 4年次 限を設定し回収した。
生)149名 2)既卒者に対して:郵送で、配布し回収した。























































































































































































































































































































































































表 7. 情報の取得元と人数 (3つ選択可)
ホームページ 57 20.14% 実習 23 
病院見学 50 17.67% インターンシッブ 23 
説明会 46 16.25% 友人 B 
)(ンフレット 38 13.43% 親や友人 7 



















































































































































































?福制喜剖利厚駐生が州充実乱してnい、③る ;灘輔趨輔踊 571必富輯輯霊鐙護3丸1翠 1
自分が自酎;指旨す看護が実銭されている !噂語冨輯5幻7揺聾輯霊麓塁2幻7翠 51
自分のやりたい輔が出来る灘盟問題髄寵譲29翠 41











再就職支援械がある j導2日寵錦織67踏 襲 露z














n =90 表13且 1番目の勤務先制E職期間
全体数3年未満 4年未満 4年以上未回答1年未満 2年未満在職期間
人数
割合
90 17 17 26 27 









































l -…回答 j 
図5. 勤務先を選択した条件





38(人) 9 8 
3 1 3 

















































































































































































ホームページ 43 20.98% インターシシッブ 10 
パンフレット 17 8.29% 親や知人 日
実習 22 10.73% 先輩 18 
病院見学 29 14.15% 友人 10 






























































































































研修自織が泥乱ていないご一… ω … ふ数m
o 5 10 15 20 25 30 
図8. 附属病院を就職先に選ばない決め手となっ
た3つの条件
表 21.附属病院を捌哉先に選択しない理由(1~3
出
1位実家から遠い
実家から通えるところで就職した力、った
・学生の後半一人暮らしをしたが不便さを感じた
.大阪で働きたいため
.地元に帰りた力、った.
・実家が兵庫県であり親が病身で高齢であるため
-ずっと続けたいので通勤が便利なことは重要だった
.一人暮らしは家族と離れて辛かった
2位職場の雰囲気・人間関係が悪い
人間関係があまり良くないと簡いていたから
実習中、雰囲気が悪い部署が多かった
先輩から人間関係の悪さなど聞いていたから
厳しいと噂されることが多かった
職場の雰囲気・人間関係が悪い
病棟(旧館)が古い、暗い
2位地元でない
奈良から出たかったから
地元の医療の質向ょに努めたかった
地元での醐哉は大学入学時から決めていた
奈良出身でないため
3位運動が不便
駅から遠い
職員駐車場がいつもいっぱいである
電車の本数が少なく、大阪市内より速い
通勤が不便
近鉄の本数が少ない
寮ゆ条件が患い
3位自分のやりたい看護が出凍ない
.小児科!こ行けるとは限らないのi不安だった
.保健師として働きた力ったから
-地域で働きたかった
・看護師がみな業務的で‘患者へのホスピタリティがまるでなかった0
.大学病院は異常が多く、助産師主体ではなく、医師主体だから
.大学病院のためできる手技が少ないB
-正常分娩を多く経験したいと思ったから
-助産師として最初は、正常な分娩が多い病幌に行きたかった0
.希望の部署に配属される確信がな力った。
・点滴をドクターがうつので、点商における技術UP力T難しい、
.大学病院というところなので、きっと重症ばかりだろう...と
再就璃
人数
善H歪27
表 22.附属病院への再開哉の希望者数
(~I-、
16 
23.19~も
し、し、主主
52 
75.36~も
未回答
1 
1.450/0 
3.現状からみた課題と今後の方向性
全体数
69 
100~も
以上、本学看護学科の在学生・既卒者両者
を対象とした調査の概要を報告した。
回収率から考えると全員の意向や意識を代
表しているとは言い難いが、しかし彼らの進
路に関しての考えや意識の一端を窺い知るこ
とはできる。その中から、今後に向けての課
題や方向性を検討する必要があると考える。
下記にそのいくつかを挙げてみる。
1) まず職場選択において重要視している主
なものとして(順不同)
①職場の立地条件の良否に着目(都会志向、
通勤の不便さなど)
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②地元や実家からの通勤に対する高いニード
(主に他府県からの学生)
③職場の雰囲気や人間関係の良さからくる働
きやすさの重視
(実習や先輩から聞いて知っている附属病院
の実情と、情報のない他施設)
④整った教育体制のもとでの十分な教育の期
待
(特に新人教育の内容を重視)
2) I勤務先の情報はその通りだったか」の質
問に対して、半数が違った・少し違ったと答
えていること、またその具体的内容において
はさまざまな内容であり、情報通りでなかっ
たケースが多くあることがわかった。期待し
ていただけに失望も大きいことがうかがえた。
3) ~付属病院以外の施設への就職者に対して
再度附属病院へ再就職を希望するかの質問
(表 22)に対して、「はしリは 16人(23.2%)
で、あった。
2)、3)から考えると、卒後も継続して再
就職を呼び、かける機会があってもよいのでは
なし¥かと考える。
今回の調査結果において抽出された課題を
中心に、今後看護部一看護学科のワーキング
において、引き続き検討してし、く予定である。
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